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東
一多
一摩
再
一資
一源
化
一事
一業
一協
・一・同
組
一合

の
生
一い
・立
一ち

１

前
身
東
多
摩
支

部
か
ら

の

繋
が
リ

東
資
協
東
多
摩
支
部
は
、
平
成

３
年
４
月
よ
り
田
無
市
の
古
紙
、

古
繊
維
、
び
ん
、
缶
類
の
回
収
委

託
事
業
を
受
け
、
続
い
て
東
久
留

米
市
の
古
紙
、
缶
の
引
き
取
り
、

清
瀬
市
の
缶
、
カ
レ
ッ
ト
の
引
き

取
り
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
谷
市
行
政
回
収
の
古
紙

は
奥
山
商
店
が
、
清
瀬
市
の
古
紙

は
小
畑
商
店
が
す
べ
て
引
取

っ
て

い
た
こ
と
や
、
こ
の
４
市
に
小
平

・

東
村
山
市
を
加
え
た
地
域
の
ほ
と

ん
ど
の
集
団
回
収

・
販
売
店
回
収

・

坪
上
げ
回
収

・
チ
リ
交
回
収
も
東

多
摩
支
部
員
の
手
で
実
施
さ
れ
て

お
り
そ
れ
は
現
在
も
続
い
て
い
ま

す
。
平
成
４
年
に
は
小
平
市
行
政

回
収
モ
デ
ル
事
業
の
委
託
も
頂
い

て
、
支
部
事
業
は
順
調
に
拡
大
し

理
事
長
　
紺
　
野
　
武
　
郎

て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
頃
、
柳
泉
園
組
合
に

４
市
す
べ
て
の
資
源
物
を
処
理
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
が
出
来
る
と

い
う
噂
が
し
き
り
に
流
れ
て
き
た

が
、
支
部
に
は
そ
の
相
談
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
は
パ
ブ
ル
絶
頂
期
を
過
ぎ
て
、

び
ん
缶
な
ど
の
資
源
物
が
逆
有
償

と
な
り
、
古
紙
類
も
ご
み
化
す
る

の
で
は
と
の
危
機
感
が
自
治
体
間

で
懸
念
さ
れ
出
し
た
時
で
し
た
。

２

『
丁
Ａ
Ｍ
Ａ
ら

い
ふ
２
１
』

事
業

の
恐
怖

。

平
成
４
年
７
月
９
日
都
庁
に
於
い

て
、
多
摩
ら
い
ふ
２
１
協
会

の

「
リ
サ
イ
ク
ル
実
行
委
員
会
」
が
開

か
れ
、
東
資
協
を
代
表
し
て
私
が

委
員
と
な
り
、
こ
の
時
は
じ
め
て

当
協
会
関
係
の
会
議
に
出
席
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
配
ら
れ
た
資
料
に

広
域
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

「
柳
泉
園

セ
ン
タ
ー
」

の
全
容
が
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
驚
き
、
目
を
疑
い
ま

し
た
。

地
元
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
は
、
企
画

立
案
は
勿
論
ど
の
部
分
に
も
参
加

す
る
余
地
は
無
く
、
行
政
が
回
収

・
選
分

・
流
通
の

一
貫
し
た
実
験

と
検
証
を
す
る
も
の
で
、
す
で
に
・

最
終
実
行
段
階
に
ま
で
進
ん
で
い

た
の
で
す
。

民
間
業
者
と
競
合
す
る
巨
大
施
設

を
作
り
、
運
営
と

コ
ス
ト
負
担
は

行
政
が
税
金
で
、
し
か
も
最
終

ユ

ー
ザ
ー
ま
で
届
け
る
と
な
れ
ば
勝

負
は

つ
い
た
も
同
然
で
す
。

組
合
員
は
、
過
去
の
実
績
と
民
間

回
収
事
業
に
対
す
る
理
解
を
求
め

て
、
残
さ
れ
た
僅
か
な
時
間
で
の

戦
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

３
　

柳

泉

園

リ

サ

イ

ク

ル
事

業

へ
の
参
加
運
動

。

多
摩
ら
い
ふ
２
１
協
会

。
東
京
都

・

厚
生
省
な
ど
に
対
し
て
実
情
を
説

明
し
、
関
係
４
市
の
市
議
会
議
員

ゲ
l、

ル
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に
陳
情
、
市
長

・
議
会

へ
の
要
望

書
提
出
、

マ
ス
コ
ミ

ヘ
の
訴
え
な

ど
、
事
業
参
加

へ
の
確
約
が
頂
け

る
ま
で
繰
返
し
運
動
を
続
け
ま
し

・た
。

当
時
、
衆
議
院
議
員
リ
サ
イ
ク
ル

懇
談
会
の
事
務
局
長
と
し
て
日
本

一再
生
資
源
事
業
協
同
組
合
連
合
会

の
窓

口
と
な

っ
て
頂
い
て
い
た
常

松
裕
志
代
議
士
も
、
私
供
の
主
張

に
賛
同
し
共
に
運
動
し
て
下
さ

っ

た
こ
と
に
組
合
員
全
員
深
謝
し
た

こ
と
は
記
憶
に
新
た
で
す
。

運
動
を
し
て
い
て
、
地
域
業
者
が

業
種

ｏ
業
態
を
越
え
て
強
く
結
び

付
か
な
け
れ
ば
、
対
応
で
き
な
い

部
分
が
多
く
、
特
に
今
後
行
政
が

行
な
う
ご
み
減
量
の
た
め
の
リ
サ

イ
ク
ル
事
業
の
受
皿
に
は
な
り
得

な
い
こ
と
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。

４
　

東

多
摩
再
資
源
化
事
業

協
同
組
合

の
設
立
。

ま
ず
支
部
を
法
人
化
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
総
合
的
な
リ
サ
イ
ク
ル

企
業
体
を
確
立
し
、
市
民
や
行
政

の
信
頼
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会
に
毎
週

通

っ
て
、
定
款

・
事
業
計
画

・
収

支
原
案
を
作
り
、
所
管
行
政
庁
と

の
事
前
協
議
を
繰
返
し
て
異
例
の

早
さ
で
手
続
き
が
完
了
し
ま
し
た
。

平
成
５
年
７
月
２
日
に
田
無
市
民

会
館
を
会
場
に
き
め
て
、
組
合
員

に
は

一
丸
と
な

っ
て
創
立
総
会

の

準
備
に
奔
走
し
て
頂
き
ま
し
た
。

柳
泉
園
そ
し
て
地
域
６
市
と
の
関

係
は
、
大
変
友
好
的
に
な
り
強
い

信
頼
と
協
力
を
頂
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

総
会
当
日
に
は
東
京
都
は
じ
め
多

摩
ら
い
ふ
２
１
協
会

の
リ
サ
イ
ク

ル
部
長

・
柳
泉
園
事
務
局
長

ｏ
６

市
の
部
課
長
各
位
な
ど
２
８
名

の

来
賓

の
皆
様

の
ご
臨
席
を
頂
き
、

賛
助
会
員
全
員

の
ご
出
席
も
得
て

盛
会
裡

の
内
に
新
組
合
の
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

５
　
新
組
合
の
事
業
。

小
平
市
リ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
委
託
業
務

（古
紙

・
古
繊
維

・
缶

・
び
ん

・
カ

レ
ッ
ト
）

柳
泉
園
リ
サ
イ
ク
ル
Ｃ
委
託
業
務

（古
紙

・
古
繊
維

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

東
村
山
市
収
集
委
託
業
務

（古
紙

ｏ

古
繊
維
）

東
久
留
米
市
引
取
委
託
業
務

（
古

紙

・
鉄
類
）

東
大
和
市
引
取
委
託
業
務

（び
ん

・

カ
レ
ッ
ト
）

各
市
の
資
源
集
団
回
収
事
業

（
５

９
０
団
体
よ
り
回
収
）

そ
の
他

（
市
民

へ
の
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
）

６
　
む
す
び
。

組
合
を
設
立
し
て
４
年
目
に
入
り
、

関
係
各
市

・
各
機
関
か
ら
は
深
い

ご
理
解
を
賜
り
、
組
合
事
業
は
順

調
に
拡
大
し
て
お
り
、
組
合
員
の

皆
様
に
も
各
種
事
業
に
対
し
献
身

的
な
ご
協
力
を
頂
き
、
大
過
な
く

業
績
を
残
せ
た
こ
と
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
た
だ
実
績
に
甘

え
て
い
て
は
時
代
の
流
れ
に
即
応

一

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
各
市
の

「
廃
棄
物
減
量
等

推
進
審
議
会
」
委
員
に
参
加
さ
せ

て
頂
い
て
い
ま
す
が
、
中
間
処
理

場
そ
し
て
最
終
処
分
場
問
題
を
は

じ
め
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
公
害
間

題
、
行
政

コ
ス
ト
の
暴
騰
歳
入
不
・

足
と
厳
し
い
状
況
の
内
に
も
、　
〓

層
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
策
を
勧
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現
状
と

解
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
す
る
認
識
は
、

市
民

・
企
業

・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
に

高
ま
り
、
日
々
研
究
と
情
報
収
集

に
よ
る
企
業
努
力
を
し
て
行
か
な

け
れ
ば
信
頼
さ
れ
る
受
皿
に
は
な

り
得
な
い
こ
と
を
常
に
意
識
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

各
委
員
会
は

一
層
活
動
を
活
性
化

し
、
２
１
世
紀
を
見
据
え
た
事
業

の
推
進
と
組
合
員
の
意
識
向
上
に

努
力
し
て
頂
き
た
く
切
望
致
し
ま

す
。
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組
合
員

‐５
社
が
組
合
員
で
す
。

役
　
員

理
事
１３
名
、
監
事
２
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

理
事
長
　
紺
野
武
郎

副
理
事
長
　
藤
本
俊
光

奥
山
賢
児
、
藤
野
昭
吾

専
務
理
事
　
萩
原
貞
雄

理
　
事
　
小
畑
和
夫
、
川
島
正

行
、
栗
原
正
雄
、
土
井
益
次

郎
、
古
川
敏
雄
、
古
山
忠
、

水
野
勇
、
吉
浦
高
志

監
　
事
　
渡
辺

一
史
、
石
川
厚

総
　
会

総
会
は
組
合
員
全
員
を
も

っ
て

構
成
す
る
組
合
の
最
高
の
意
思
決
・

定
機
関
で
す
。
年
に

一
度
、
事
業

年
度
終
了
後
に
通
常
総
会
が
開
か

れ
ま
す
。
総
会
で
は
次
の
よ
う
な

事
項
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

①
決
算
関
係
書
類
の
承
認
。
②
事

業
計
画
、
収
支
予
算
案
の
決
議
。

③
役
員
の
選
出

（理
事
、
監
事
）

④
定
款

（
組
合
の
規
則
）
変
更
、

等
。

理
事
会

総
会
の
決
議
に
も
と
ず
き
組
合

業
務
の
執
行
に

つ
い
て
意
思
決
定

を
行
う
機
関
で
あ
り
、
そ
の
執
行

を
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
理
事
全

員
で
構
成
さ
れ
、
毎
月

一
回
、
定

例
理
事
会
が
開
か
れ
ま
す
。
組
合

の
運
営
、
管
理
を
全
体
的
に
監
視

し
日
常
業
務
に
反
映
さ
せ
ま
す
。

臓
“　
事

決
算
関
係
書
類
の
監
査
と
監
査

結
果
の
意
見
書
作
成
が
主
な
任
務

で
す
が
、
組
合
運
営
の
適
正
化
を

監
視
す
る
役
目
も
担

っ
て
い
ま
す
。

丞
舌
員
△
〓

多
く
の
組
合
業
務
を
専
門
的
に

分
担
し
て
、
そ
の
部
門
ご
と
の
運

営
、
方
針
な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
、

理
事
会
に
具
申
し
ま
す
。
次
の
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。
①
財
務
委
員

会
。
②
委
託
事
業
委
員
会
Ю
③
集

団
回
収
委
員
会
。
④
福
利
厚
生
委

員
会
。
⑤
広
報
委
員
会

①
財
務
委
員
会

（委
員
長
　
古
川

敏
雄
、
副
委
員
長
　
小
畑
和
夫
）
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簡
単
に
い
え
ば
大
蔵
省
で
す
。

決
算
書
の
作
成
、
年
間
予
算
の
原

案
作
成
、

（
収
支
見
通
し
や
予
算

配
分
）
。
毎
月
の
試
算
表
作
成
な

ど
。
組
合
の
金
の
出
し
入
れ
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
組
合
の
健
全
経
営
に
い
つ

も
頭
を
ひ
ね

っ
て
い
る
。

②
委
託
事
業
委
員
会

（委
員
長

土
井
益
次
郎
、
副
委
員
長
　
古
山

忠
）委

託
事
業
は
組
合
財
源
の
最
重

要
部
門
。
　
一
般
企
業
で
い
え
ば
生

産
、
販
売
部
門
で
す
。
現
在
、
市

の
委
託
事
業
と
し
て
小
平
”
ｏ
、
柳

泉
園
”
ｏ
の

一
部
、
東
村
山
市
の
故

紙
、
ポ
ロ
の
回
収
、
東
久
留
米
市

と
東
大
和
市
の
ヤ
ー
ド
引
き
取
り

を
行

‘
っ
て
い
ま
す
。
各
委
託
事
業

が
市
と
の
契
約
ど
お
り
順
調
に
行

わ
れ
て
い
る
か
、
作
業
点
検
、
改

善
点
、
人
員
な
ど
に
常
に
目
を
配

っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
小
平
”
ｏ
部

会
、
柳
泉
園
部
会
な
ど
を
開
い
て

当
面
す
る
課
題
の
解
決
を
計
り
ま

す
。
ま
た
、
月
ご
と
の
取
扱
い
資

源
物
の
数
量
と
流
通
を
管
理
し
ま

す
。③

集
団
回
収
委
員
会

（委
員
長

小
畑
和
夫
、
副
委
員
長
　
川
島

正
行
）

町
内
会
、
自
治
会
、
子
供
会
、

福
祉
団
体
な
ど
の
集
団
で
資
源
物

を
回
収
す
る
団
体
と
の
連
携
を
強

め
、
集
団
回
収
の
推
進
、
分
別
回

収
の
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
回
収
業
者

へ
の
行
政
助
成
金
の

要
望
な
ど
を
働
き
か
け
ま
す
。

‘、

④
福
利
厚
生
委
員
会

（委
員
長

萩
原
貞
雄
、
副
委
員
長
　
田
中

彰
）職

場
で
の
安
全
、
衛
生
の
確
保
、

向
上
が
主
な
任
務
で
す
。
健
康
診

断
、
研
修
旅
行
の
実
施
の
ほ
か
、

リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
を
用
意

し
て
、
仕
事
に
よ
る
疲
労
や
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
な
働
き

や
す
い
職
場
の
実
現
を
心
が
け
て

い
ま
す
。

⑤
広
報
委
員
会

（委
員
長
　
吉

浦
高
志
）

東
多
摩
に
リ
サ
イ
ク
ル
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
有
り
と
、
各
市
の
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ア
ヘ
の
参
加
や
組
合

バ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
な
ど
組
合

の
宣
伝
活
動
と
市
民
に
た
い
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
蒙
を
行

っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
組
合
員

の
資
質
向

上
の
た
め
に
学
習
会
や
施
設
見
学

な
ど
の
教
育
活
動
を
行
い
ま
す
。

事
務
局

組
合
全
体
の
事
務
や
連
絡
を
行

い
ま
す
。

ビ
ン
は
一．八
窃
茶
が
三
％
、
ビ
ー

ル
大
が
話
％
ミ
ツ
カ
ン
が
三
％
次

い
で
込
み
４
合
～
と
続
き
ま
す
。

鉄

・
非
鉄
は
小
平
で
は
ス
チ
ー
ル

缶
が
奎
％
、
ア
ル
ミ
缶
が
三
％
の

割
合
で
す
。
東
久
留
米
は
自
転
車
、

廃
家
電
、
ゴ
ミ
ボ

ッ
ク
ス
な
ど
で

す
。

市
民
が
出
す
資
源
の
量
か
ら
季
節

の
移
り
変
わ
り
や
生
活
の
内
容
な

ど
を
推
理
す
る
の
も
面
白
い
も
の

で
す
。

昨年を上回る
資源化量

当
組
合

の
今
年
度
４
月
か
ら
６

月
ま
で
の
３

ケ
月
間

の
資
源
物

の

取
扱
い
量
は
上
記

の
表

の
通
り
で

す
。

一
番
数
量
が
多
い
の
は
や
は

り
古
紙
で
３
千
ト
ン
余
で
、
月
平

均
１
千
ト
ン
を
越
え

て
い
ま
す
。

次
が
意
外
に
も
古
布
類
で
３
百
お

余
ト
ン
で
月
平
均
三
二
ト
ン
で
す

こ
れ
は
衣
替
え
な
ど

の
季
節

の
影

響
に
よ
る
も
の
で
す
。

カ
レ

ッ
ト
は
白
が
最
も
多
く
全
体

の
６
割
近
く
を
占
め
、
茶
が
２
割

で
以
下
緑
、
黒

の
順
で
す
。
生
き

1.310.100 182,720 278.230 :111.054フ ト

古 紙 : 古布 :カ レッ ト :生 きビン

1996年 4月 ～6月  資源取扱量  (単位Kg)

合計   3,113,731375.871334.290

柳 泉国   1.124.53a n7.

東久留米  26b,08d

東村山   416.
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小
平
市
リ
サ
イ
ク
ル

lリ

化

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

去
る
８
月
３
日
恒
例
の
小
平
リ
サ

イ
ク
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
が
小
平

福
社
会
館
前
広
場
に
て
開
催
さ
れ

た
。
今
年
の
基
調
テ
ー
マ
は
“
は

じ
め
よ
う
、
小
平
か
ら
！

「
地
球

に
や
さ
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
」
も
う

一
歩
前
進
、
私
た
ち
の
リ
サ
イ
ク

ル
ラ
イ

フ
”
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、

循
環
型
社
会
構
築
に
向
け
、
市
、

市
民
、
事
業
者
の
３
者
が

一
体
と

な

っ
て
、
ご
み
減
量
、
リ
サ
イ
ク

ル
推
進
の
啓
発
と
お
互
い
の
情
報

交
換
を
行
う
お
お
い
に
意
義
あ
る

場
と
な

っ
た
。

催
し
に
は
、
６
市
の
資
源
化
事
業

の
展
示
説
明
と
百
余
り
の
出
店
で
賑

わ
っ
た
。

当
組
合
も
昨
年
に
引
き
続
き
参
加

し
、
プ
レ
ス
し
た
古
紙
類
、
缶
類

の
展
示
、
紙
の
分
別
ク
イ
ズ
を
実

施
し
た
。
紙
の
分
別
ク
イ
ズ
は
禁

忌
品
を
混
ぜ
た
数
種
類
の
紙
を
市

民
に
渡
し
、
新
聞
、
段
ボ
ー
ル
、

雑
誌
雑
紙
、
牛
乳
パ

ッ
ク
な
ど
に

正
し
く
分
別
で
き
る
か
ど
う
か
を

問
う
も
の
で
す
。
大
変
好
評
で
多

く
の
市
民
が
挑
戦
し
、
参
加
者
に

は
再
生
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
ゃ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配

っ
た
。

そ
れ
と
と
も
に
、
禁
忌
品
を
説
明

し
た
チ
ラ
シ
と
組
合
パ

ン
フ
を
配

．布
し
た
。

こ
れ
ら
の
催
し
に
は
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
に
参
加
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

の
意
義
と
組
合
が
市
民
の
リ
サ
イ

ク
ル
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
。

商

ニ

モ

マ

ヶ

ズ

雨
に
も
ま
け
ず
風
に
も
負
け
ず

夏
の
暑
さ
に
も
冬
の
雪
に
も
負
け
ず

丈
夫
な
設
備
を
持
ち
音
は
小
さ
く

決
し
て
臭
わ
ず

い
つ
も
コ
ッ
コ
ッ
動
い
て
い
る

不
純
物
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
除
き

ヽ

１
日
に
何
ト
ン
も
の
缶
　
ビ
ン

ボ

ロ
を
リ
サ
イ
ク
ル
し

東
に
缶
出
す
子
供
あ
れ
ば
ビ
ン
は

混
ぜ
な
い
で
と
言
い

西
に
ビ
ン
出
す
母
あ
れ
ば
缶
は
混

ぜ
な
い
で
と
言
い

南
に
ボ

ロ
出
す
人
あ
れ
ば
雨
の
日

は
出
さ
な
い
で
と
言
い

北
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
出
す
人
あ
れ

ば
ア
ル
ミ
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て

と
言
い

暑
い
時
に
は
量
が
増
え
寒
い
時
に

は
量
が
減
り

良
く
作
業
し
　
決
し
て
残
さ
ず

市
民
か
ら
東
多
摩
再
資
協
は
リ
サ

イ
ク
ル
の
達
人
と

呼
ば
れ
る
そ
ん
な
者
に
組
合
は
な

り
た
い
　
　
　
　
　
（
ユ
ニ
郎
）

マ

ン

不ヽ

「
男
は

つ
ら
い
よ
」
シ
リ
Ｌ
ズ
は

寅
さ
ん
の
死
に
よ

っ
て
と
う
と
う

終
止
符
を
打

つ
こ
と
に
な

っ
た
。

「
継
続
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
が

「
継
続
は
マ
ン
ネ
リ
」

と
な
ら
ぬ
様
に
寅
さ
ん
を
見
習
い

た
い
。
再
資
協
も

マ
ン
ネ
リ
化
し

な
い
為
に
先
の
時
代
を
見

つ
め
て

進
も
う
で
は
な
い
か
。

（
月
よ
り
の
使
者
）

Ｊ
サ
イ
ク
ル
今
昔

昔
、
リ
ヤ
カ
ー
で
品
物
を
集
め
て

い
た
ク
ズ
屋
さ
ん
は
、
家
庭
か
ら

出
る
ゴ
ミ
の
中
で
再
利
用
出
来
な

い
も
の
は
、
セ
ト
モ
ノ
の
か
け
ら

だ
け
だ
と
言

っ
て
い
た
。
経
済
が

成
長
し
、
物
価
が
上
が
り
、
コ
ス

ト
面
か
ら
再
利
用
可
能
な
物
と
そ

う
で
な
い
物
に
分
か
れ
て
き
た
が

こ
れ
か
ら
先
、
地
球
環
境
を
守
る

と
い
う
価
値
観
の
も
と
で
す
べ
て

の
も
の
が
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
る
時

代
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
¨

（憶
麻
呂
）

Ｒ
Ｃ
川
神

☆
新
人
がお

ぼ
え
る
頃

に
や
め
て
い
く

☆
美
人
ほ
ど

だ
ら
し
な
く
出
す

リ
サ
イ
ク
ル

（
逆
ネ
ジ
）
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幸

せ
で
す

か
？

（
藤
本
俊
光
）

『
幸
せ
に
な
り
た
い
」
誰
も
が
等

し
く
希
望
し
願
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

デ
モ
ネ
な
か
な
か
幸
せ
は
先
方
か

ら
や

っ
て
来
て
く
れ
な
い
。

幸
せ
は
自
分
で
買
う
も
の
で
あ
り

家
族
の
幸
せ
は
み
ん
な
で
造
る
も

の
な
の
ね

『
先
ず
健
康
』

『
健
全

な
身
体
に
健
全
な
精
神
が
宿
る
」

昔
の
言
葉
通
り
三
度
の
食
事
か
ら

留
意
し
、
時
代
の
流
れ
は
計
算
し

て
先
取
り
し
、
仕
事
に
は
万
全
の

手
を
打
ち
毎
日
満
足
し
て
安
眠
し

な
く
ち

ゃ
明
日
の
幸
せ
は

つ
か
め

▲

コ
ラ
ム
▼

文
化

の
ト
イ
レ

阪
神
大
震
災
で
ト
イ
レ
の
確
保

が
被
災
者
だ
け
で
な
く
、
支
援
に

駆
け

つ
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

た
ち
に
と

っ
て
も
深
刻
な
問
題
だ

っ

た
ら
し
い
。

生
活
の
中
で

一
番
身
近
な
こ
と

な
の
に
、
な
く
な

っ
て
み
な
い
と

そ
の
大
切
さ
が
わ
か
ら
な
い
な
ん

て
、
ど
こ
か
私
た
ち
の
仕
事
に
似

て
い
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

私
た
ち
の
仕
事
は
文
化

の
ト
イ

レ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
赦
神

一
刀
）

｝

な

い
。

お
互
い
頑
張
っ
て
今
日
も

明
日
も
幸
せ
に
生
き
ま
し
ょ
う
！

編
集
後
記

編
集

メ

編

集

長

副
編
集
長

編
集
委
員

ン
バ
ー

吉
浦
高
志

藤
野
昭
吾

石
川
義
雄

奥
山
員
吾

小
畑
和
夫

紺
野
武
郎

土
井
健

一
郎

藤
本
俊
光

（
音
浦
高
志

・

今
回
組
合

の
情
報
機
関
誌
を
作

成
す
る
に
あ
た
り
、
対
象
者
を
組

合
員
だ
け
に
す
る
か
、
広
く

一
般

の
方

々
ま
で
広
げ
る
か
悩
ん
だ
末

に

一
回
目
は
組
合
員
、
二
回
日
以

降
は

一
般

の
方

々
に
も
配
布
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
摩
六
都

の
皆
様
に
我
が
組
合

の
情
報
機
関
誌
を
読
ん
で
頂
き
、

リ
サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
、
組
合
が

真
剣
に
取
組
ん
で
い
る
姿
勢
、
そ

し
て
ど
れ
だ
け
成
果
を
あ
げ
て
い

る
か
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
組
合

の
方

々

に
は
自
分
た
ち
の
存
在
意
義
を
理

解
し
て
も
ら
い
、
明
日

へ
の
原
動

力
と
な

っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

新
聞
古
紙
の
取
扱

い
は
慣
れ
て
る

け
ど
、
そ
の
元
と
な
る
紙
面
を
作

る
の
も

こ
ん
な
に
大
変
だ

っ
た
と

は
。
ま

ッ
初
め
て
の
こ
と

で
お
見

苦
し
い
と
こ
は
ご
勘
弁
の
ほ
ど
。

型聟易縫
9月 28・ 29日

ペ ッ トボ トル再生工場見学

新潟 =北方文化博物館

1日 目

田無・ 東村山駅バス出発

ペ ッ トボ トルエ場 (栃木県、

ウィズペ ッ トボ トル リサイ クルい)見学

=関越道 =新潟月岡温泉泊 (ホ テル泉慶

2日 目

北方文化博物館見学 =弥彦神社 =寺泊

(海産物買物)=関 越道 =東村 山・ 田無

申込締切 り9月 5日


